
一
月
十
五
日
吹
田
メ
イ
シ
ア
タ
ー

で
午
前
、
午
後
、
夜
の
三
回
行
わ
れ

た
上
映
会
に
は
、
終
日
の
雨
を
つ
い

て
９
０
０
名
の
入
場
者
が
つ
め
か
け

ま
し
た
。
上
映
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
２
６
０
名
が
応
じ
、
「
嗚
咽
を
こ

ら
え
る
の
に
精
一
杯
」
、
満
蒙
残
留

孤
児
、
残
留
婦
人
の
父
と
慕
わ
れ
た

山
本
慈
昭
師
の
「
加
害
者
で
あ
っ
て

被
害
者
」
、
「
だ
ま
す
者
が
あ
り
だ

ま
さ
れ
る
者
が
あ
っ
て
戦
争
が
起
こ

る
」
と
い
う
言
葉
に
「
自
戒
と
責
任

と
反
戦
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
」
、

「
若
い
世
代
に
こ
そ
広
く
観
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
切
実
な
感
想
が
書

き
連
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

上
映
会
を
と
り
く
ん
だ
日
中
吹
田

支
部
を
は
じ
め
平
和
団
体
、
各
地
域

九
条
の
会
な
ど
実
行
委
員
会
加
入
・

協
賛
団
体
な
ど
か
ら
四
〇
名
以
上
の

会
場
要
員
、
出
展
・
出
店
要
員
が
か

け
つ
け
、
大
き
な
混
乱
・
事
故
も
な

く
活
気
に
満
ち
た
上
映
会
と
な
り
ま

し
た
。
収
支
決
算
も
黒
字
で
、
剰
余

金
は
不
再
戦
運
動
や
吹
田
地
域
の
平

和
、
福
祉
の
充
実
、
文
化
の
発
展
に

役
立
て
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
三
〇
日

開
か
れ
た
実
行
委
員

会
は
、
映
画
「
望
郷

の
鐘

満
蒙
開
拓
団
」

の
感
動
と
上
映
成
功

の
力
を
若
い
世
代
に

つ
な
ぐ
こ
と
を
重
視

し
、
今
後
の
各
地
上
映
会
に
協
力
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
山
本
恒
人
）

ひ
き
つ
づ
き

府
内
各
地
で
の
上
映
運
動
を

大
阪
で
は
、
一
月
の
吹
田
上
映
会
、

「
シ
ネ
マ
ー
ト
心
斎
橋
」
で
の
映
画

館
上
映
に
続
き
、
今
後
堺
地
域
で
は
、

七
、
八
月
頃
を
め
ど
に
上
映
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大
阪
地
域
で
も

「
戦
争
展
」
を
取
組
ん
で
い
る
団
体

に
呼
び
か
け
上
映
を
進
め
よ
う
と
い

う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
七
〇
年
の
節
目
の
年
に
ふ
さ

わ
し
い
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
、

ま
た
地
域
で
の
日
中
友
好
運
動
の
組

織
強
化
と
も
結
び
つ
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

（
松
尾
豊
）
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望
郷
の
鐘

吹
田
上
映
会
に
９
０
０
名

若
い
世
代
に
観
て
も
ら
い
た
い

府連通信

東
大
阪
支
部
廣
原
資
泰
支
部
長
が

去
る
一
月
十
三
日
、
六
二
歳
の
若
さ

で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
東
京
か
ら
転
入
さ
れ
、

地
元
の
日
中
友
好
協
会
の
支
部
再
結

成
に
尽
力
、
帰
国
者
団
体
訪
問
、
生

活
実
態
や
要
望
を
た
ず
ね
、
又
地
元

の
民
主
団
体
に
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
る
な
ど
、
多
く
の
人
脈
を
つ
く
り
、

会
員
や
準
会
員
の
拡
大
な
ど
大
き
な

影
響
力
を
発
揮
さ
れ
た
方
で
し
た
。

人
柄
は
穏
和
で
知
り
合
い
に
な
っ
た

方
か
ら
は
大
変
惜
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ
の
日
本
政
府
の
中
国
へ
の
侵
略

戦
争
を
二
度
と
再
び
繰
り
返
さ
せ
な

い
為
に
、
自
ら
日
中
友
好
協
会
に
入

り
、
中
国
語
を
学
び
、
二
十
年
に
わ

た
り
中
国
の
戦
跡
を
め
ぐ
り
、
強
い

意
志
を
持
っ
て
日
中
友
好
運
動
に
力

を
注
い
で
こ
ら
れ
た
人
で
し
た
。

残
念
な
こ
と
は
医
療
生
協
の
ド
ッ

グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
欠
か
さ
ず
参
加

だ
っ
た
人
が
、
我
が
身
を
後
回
し
に

さ
れ
て
い
た
こ
と
悔
ま
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。
血
管
破
裂
で
の
最
期
で
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
東
大
阪
支
部
事
務
局
長

栗
山
俊
子
）

急
逝

廣
原
資
泰
さ
ん

東
大
阪
支
部
の
再
結
成
に
尽
力

訃
報

一
月
十
二
日
守
口
市
民
体
育
館
で

守
口
太
極
拳
班
主
催
の
新
春
初
け
い

こ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
守
口
東
部
太

極
拳
サ
ー
ク
ル
の
創
立
二
五
周
年
記

念
行
事
を
兼
ね
て
の
開
催
で
す
。
成

人
の
日
で
守
口
市
の
成
人
式
が
あ
り
、

華
や
か
な
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
新
成

人
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
初
け
い
こ
参

加
者
も
次
々
と
参
集
し
ま
す
。

初
け
い
こ
の
テ
ー
マ
は
、
午
前
中

が
「
二
四
式
太
極
拳
・
四
八
式
太
極

拳
を
さ
ら
に
深
く
」
で
す
。
松
尾
豊

府
連
理
事
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
二
種

目
を
六
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
練
習
し
ま
し

た
。
十
四
の
地
域
と
教

室
か
ら
１
０
０
人
の
参

加
が
あ
り
、
柔
道
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
汗
を

流
し
ま
し
た
。

午
後
の
記
念
表
演
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十

四
演
目
、
扇
が
三
、
剣
が
二
、
導
引

八
段
錦
が
一
、
指
導
員
に
よ
る
個
人

表
演
が
三
な
ど
で
す
。
日
ご
ろ
あ
ま

り
目
に
し
な
い
表
演
に
場
内
は
し
き

り
に
感
嘆
す
る
声
が
聞
こ

え
演
目
が
終
わ
る
た
び
に

精
一
杯
の
拍
手
が
鳴
り
ま

す
。
特
に
、
１
０
０
人
と

い
う
参
加
者
数
も
あ
っ
て

オ
ー
プ
ン
参
加
の
二
四
式

太
極
拳
と
四
八
式
太
極
拳

は
圧
巻
で
し
た
。

(

内
藤
正
博)

一
月
十
八
日
に
は
大
阪

府
連
主
催
の
新
春
初
け
い

こ
が
北
ス
ポ
ー
ツ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
春
に
ふ
さ

わ
し
く
表
演
服
で
二
四
式
、
四
八
式
、

扇
太
極
拳
な
ど
を
初
練
習
し
ま
し
た
。

当
日
は
岡
山
、
和
歌
山
、
京
都
か

ら
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

守
口
太
極
拳
新
春
初
げ
い
こ

東
部
サ
ー
ク
ル
二
五
周
年
を
祝
う

ロビー風景と山本さん主催者挨拶



昨
年
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
本
部

１
０
０
０
万
円
緊
急
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
阪
府
連
へ
は
一
団
体
、
九
六
名
、

４
７
８
、
１
４
０
円
、
全
国
で
は
８

４
４
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

大
阪
府
連
財
政
強
化
の
た
め
の
年

末
募
金
は
、
六
団
体
と
七
六
名
か
ら

３
１
１
、
０
９
７
円
の
募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
月
以
後
の
募
金
協
力
者
の
追
加

の
方
々
で
す
。
山
本
佐
代
子
、
衣
川

洋
一
、
城
傑
志
、
久
保
田
万
里
子
、

西
川
治
郎
、
守
口
太
極
拳

（
敬
称
略
・
順
不
同
一
月
八
日
以
降
）
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新
春
に
大
阪
の
難
波
を
歩
き
ま

し
た
。
実
は
、
中
国
の
雰
囲
気
を

楽
し
め
る
所
が
あ
る
の
で
す
。

一
月
二
一
日
、
２
０
１
５
年
を

「
戦
後
７
０
周
年
。
平
和
と
日
中

友
好
・
交
流
」
の
ス
タ
ー
ト
の
日

に
と
願
っ
て
、
難
波
駅
に
集
ま
っ

た
の
は
八
名
。
道
具
屋
筋
を
見
学

し
て
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
「
上
海

新
天
地
」
。
中
国
語
が
聞
こ
え
る

免
税
売
店
を
通
り
抜
け
て
三
階
の

ス
ー
パ
ー
へ
。

他
で
は
手
に
入
ら
な
い
中
国
食

材
が
並
ん
で
い
ま
す
。
熱
々
の
豚

饅
や
向
日
葵
の
種
を

買
う
人
。
並
ん
で
い

る
中
国
酒
や
お
茶
を

見
る
人
。
「
青
島
か

ら
日
本
に
来
て
三
年

で
す
。
」
と
顔
を
赤

ら
め
て
話
す
レ
ジ
担

当
の
中
国
人
留
学
生
。
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。

四
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
。

中
国
か
ら
の
団
体
客
も
や
っ
て
来

ま
し
た
。
手
作
り
で
し
っ
か
り
し

た
味
の
バ
イ
キ
ン
グ
に
み
な
満
足
。

各
種
の
ド
リ
ン
ク
を
頂
い
て
代
金

９
０
０
円
は
お
手
頃
。

そ
し
て
、
黒
門
市
場

へ
向
か
う
。
通
り
は
、

リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
し
た

沢
山
の
若
者
達
！
中
国

語
を
初
め
様
々
な
言
語

が
飛
び
交
う
。
ホ
タ
テ

の
バ
タ
ー
醤
油
焼
き
は
、

扇
欠
的
黄
油
醤
焼
烤
！
！

「
Ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｓ

ｏ
ｙ

Ｓ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ

！

Ｂ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｏ
ｆ

Ｓ
ｃ
ａ

ｌ
ｌ
ｏ
ｐ
！
！
」
と
表
示
。
こ
こ

は
、
食
べ
歩
き
Ｏ
Ｋ
。
久
し
ぶ
り

に
焼
き
た
て
の
回
転
焼
き
を
歩
き

な
が
ら
頂
く
笑
顔
の
み
な
さ
ん
方
！

い
つ
の
間
に
か
、
黒
門
市
場
は
国

際
通
り
に
変
身
し
て
い
ま
し
た
。

休
憩
を
兼
ね
て
千
日
前
の
コ
メ

ダ
コ
ー
ヒ
ー
で
交
流
会
。
「
中
国

の
雰
囲
気
が
い
っ
ぱ
い
！
買
い
物

を
楽
し
め
ま
し
た
。
」
「
今
ま
で

中
国
を
身
近
な
国
と
考
え
て
い
な

か
っ
た
が
、
今
回
参
加
し
て
驚
い

た
。
」
「
こ
ん
な
身
近
な
所
に
中

国
が
・
・
・
。
買
え
て
食
べ
ら
れ

て
良
か
っ
た
！
」

そ
の
後
、
有
志
六
人
で
阿
波
座

に
あ
る
中
国
領
事
館
へ
新
春
の
ご

挨
拶
に
。
応
接
室
で
お
茶
を
頂
き

周
明
輝
副
領
事
と
懇
談
。
日
中
の

友
好
・
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
の
行
事
は
、
日
中
友
好
府

連
堺
支
部
と
日
中
友
好
堺
・
美
木

多
連
絡
会
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

（
堺
支
部
・
浅
田

勝
美
）

難
波
で
日
中
友
好
！

食
べ
て
買
っ
て
感
じ
て
歩
く
！

日
中
新
聞
新
年
号
へ
の
祝
賀
広

告
に
、
二
五
団
体
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
年
二

回
、
大
会
記
念
と
新
年
号
に
各
団

体
へ
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
へ
の
御
礼

新
年
号
祝
賀
広
告

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
の
春
節
休
暇
は
二
月
十
八
日

か
ら
一
週
間
。
代
わ
り
に
連
休
前
後

の
十
五
（
日
）
二
八
日
（
土
）
は
出

勤
に
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
連
続
し

た
休
み
が
取
れ
る
よ
う
に
と
い
う
配

慮
で
す
。
た
だ
、
発
表
さ
れ
た
の
は

年
末
十
五
日
と
あ
っ
て
計
画
を
立
て

る
に
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
円
安
の
影
響
も
あ
り
、

日
本
旅
行
が
大
ブ
ー
ム
だ
そ
う
で
す
。

一
方
で
春
節
も
休
め
な
い
人
た
ち

も
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
に
は
三
が

日
は
３
０
０
％
、
そ
れ
以
外
は
代
休

か
、
も
し
く
は
２
０
０

％
の
時
間
外
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
罰
則
規

定
も
厳
し
く
、
一
般
の
休
日
出
勤
２

０
０
％
、
時
間
外
手
当
１
５
０
％
か

ら
見
る
と
か
な
り
の
水
準
で
す
。

春
節
と
い
え
ば
赤
い
提
灯
や
爆
竹

が
正
月
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
が
、

爆
竹
に
つ
い
て
は
政
府
も
対
策
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。
煙
害
や
火
災
、
や

け
ど
、
大
量
の
ゴ
ミ
な
ど
理
由
に
規

制
が
厳
し
く
な
っ
た
か
と
思
え
ば
、

爆
竹
が
な
い
と
正
月
ら
し
く
な
い
と

い
う
声
に
押
さ
れ
て

緩
和
し
た
り
、
毎
年

二
転
三
転
し
て
い
ま

す
。数

年
前
、
煙
の
出

な
い
爆
竹
、
完
全
に

燃
え
尽
き
て
ご
み
が

出
な
い
エ
コ
爆
竹
が
話
題
を
呼
び
ま

し
た
が
、
少
々
割
高
な
た
め
、
普
及

の
ほ
う
は
今
一
つ
。
何
年
か
前
、
爆

竹
の
破
裂
音
の
Ｃ
Ｄ
と
い
う
の
も
見

か
け
ま
し
た
。
去
年
は
手
に
持
っ
て

ス
マ
ホ
を
振
る
と
爆
竹
が
ぱ
ち
ぱ
ち

と
鳴
り
だ
す
ア
プ
リ
が
人
気
を
呼
び

ま
し
た
。
さ
て
ひ
つ
じ
年
の
今
年
は

ど
ん
な
爆
竹
が
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
？

(

石
井
勉
）

中
国
の
春
節
休
暇
は
一
週
間

赤
い
提
灯
や
爆
竹
で
祝
う
春
節

２月２２日（日）１２時から１５時ごろまで
新日本婦人の会 会議室（新谷町第２ビル）
地下鉄谷町線・長堀鶴見緑地線「谷町６丁目 ③ 出口」

会費３０００円(軽食あり)お申し込みは準備の都合上、１９日(木)まで。

中国楽器演奏、太極拳の表演、中国語の朗読や中国検定クイズなど

楽しい出し物がいっぱい、在日中国人や留学生にも声をかけます。

2015日中友好春節のつどい


